
先日、友人が『サントリー 1万人の第九』に出場するということで、

大阪城ホールに聴きに行きました。会場に入ると客席が壮観。とい

うのも大阪城ホールは1万6千人もの人数を収容できますが、その

うち1万人が出場者で、女性が白、男性が黒の衣装で3分の2の席を

埋めつくしていたからです。

佐渡裕さんの指揮のもと、雅楽師の東儀秀樹さんと息子の典親さ

んによる厳かな舞から始まりました。続いて、スーパーキッズ・オー

ケストラと、秀樹さんの篳篥（ひちりきという笛）と典親さんのギター

による演奏で、QUEENの曲をアレンジして披露。秀樹さんがかっ

こいいのはもちろんですが、典親さんもまだ中学1年生なのに、色香

を感じました。歌手・山崎まさよしさんも歌い、3曲目の『セロリ』

は1万人の大合唱。先に教えてくれていたら、私も歌ったのに。1万

1人の大合唱にしたかったと、少し後悔しました。

第2部は、お笑いコンビ・霜降り明星の粗品さんが第九の歌詞を

朗読し、その後ついに第九が始まりました。合唱のパートに来ると、

6～93歳までの1万人が、その場で一斉に立ち上がり歌い始めまし

た。すごい迫力で、まさに壮大な歌の祭典でした。12月21日にテ

レビ放映されるそうです。ぜひ年の終わりに、第九を聴いてみてく

ださい。それでは良いお年を！
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